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研究成果概要  国際シンポジウム ”The Symposium on the Recent Progress of 
Ultra-High Energy Cosmic Ray Observation UHECR2010” を 2010 年 12 月 10 日から

12 日まで、名古屋国際会議場で開催しました。最高エネルギー宇宙線の最近の観測結果

の解釈を巡って活発な議論が行われ、将来計画については今後も国際的に意見を集約し

て行くことになりました。 UHECR2011 は欧州で開催される予定です。シンポジウムで

の発表は、WEB サイト http://uhecr2010.icrr.u-tokyo.ac.jp/program.html で見ること

ができます。Proceedings は AIP より刊行されます。参加者は約 120 人でした。 
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